
議員氏名：渡辺 訓任 

議案番号：議員提出議案第４号 

案 件 名：子どもの「生命を守られる権利」に基づく諸施策を国及び県に求める意見書の提出に

ついて 

討論内容： 

私は議員提出議案第４号について賛成の立場から討論いたします。 

２０２５年には５３８人の子どもたちが自殺をしたとされています。その半分が原因不明とされ

ていて、私は原因不明があまりにも多い、非常にショックを受けているところです。原因不明とし

たままでは、減らす対策も生まれないと思います。 

こどもまんなかといっても、この状況を把握し、対策を打ち立てていかなくては、お題目だけに

とどまってしまう。もう１つショックだったことは、先日の教育講演会のほうで、虐待を受けたと

きに、身近に駆け込む場所がはっきりしていて、そこから児童虐待の専門家とか、児童相談所、警察

など、関係に連絡が広がるネットワークが機能している。ただ、先ほどの質疑の中では、いろいろな

制度なり、システムがあるというご指摘もありましたが、実際にはそれがやはり有機的に機能して

いないという状況を伺って、非常にショックを受けました。 

今回ご提案の意見書の範囲は非常に広いんですけども、特に要望項目の２、３につきましては、

町でもやはり取り進めていく部分があると思いました。以上です。 


